
私は戴帽試験を通して、１年生から学んできた基礎が大切だということを
感じました。私が勉強する時に心がけていることは、大事なポイントを押
さえてまとめることです。自分でノートにまとめてみることで、何が大切
なことなの整理する事ができ、また振り返りをする事ができます。コロナ
ウイルスの影響で試験が伸びたりなど、色々な不安でいっぱいでしたが、
友達と励まし合いながら、筆記試験は全員合格することができました。そ
して、１１月からの実習では実施に患者さんと関わり合いながら、コミュ
ニケーションや生活の援助などこれまでに学んできたことを活かせるよう
に頑張りたいと思います。 松尾 美来（白光中）
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文責 和田正志

私たち看護科10期生は、6月29日より校内実習、7月13日
より臨地実習が始まります。今回の実習では、2年次と変わっ
て受け持ちでの実習をさせていただきます。そのためそれぞ
れの患者様に応じた援助ができるよう日々、事前学習と事後
学習に励み、患者様に満足していただけるように取り組んで
いきたいと思います。また、今年は新型コロナウイルスの影響
で患者様のご家族の面会が制限されている中、私たちは実
習をさせていただけます。そこで私たちは感謝の気持ちを忘
れず、感染予防対策を行いながら実習を行っていきます。

小川 瑛水（宮若西中）

常務理事から赤十字活動や
青少年赤十字の成り立ちに
ついての説明がありました。

6月17日、JRC（青少年赤十字）加盟式が行われました。
一人一人に徽章が渡され、看護科1年生全員が新たにJRC

の一員となりました。JRCの態度目標である「気づき」「考え」
「実行する」を心がけ行動していきましょう！

私達は今回3日間の病院実習と4週間の校内実習を行い
ました。病院実習では実際に医療の場で使われている電子
カルテを見せて頂き、患者様とのコミュニケーションを通して、
情報収集の方法を学ぶことができたと感じています。

看護師になる夢を叶えるため、一生懸命に実習を行っています。

校内実習では患者様の情報を元にロー
ルプレイを行い、今の患者様に必要な援
助は何かを考え、実施しました。様々な疾
病、症状の患者様がいて教科書に載って
いるやり方とは異なる患者様に合った援
助方法を学ぶことができたと感じました。
現在、コロナウイルスが流行している中で
思うように実習を進める事ができないこと
もありましたが、このような状況の中受け
持たせて頂いた患者様や受け入れて下さ
いました病院の方々、私達を全力でサ
ポートして下さった先生方、ありがとうござ
いました。 菊池 日菜乃（赤池中）
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